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東北の，

田村郷という里に，

允という猟師が尊
そんじょう

住んでいました…

むかーし，

むかし…

ある日，

猟に出たものの

全く獲物が

見つからなかった

尊允は，

帰り道に，

赤沼という所に

さしかかりました。

＜＜ブログに戻る（解説あり）

http://ddaisuke.seesaa.net/article/52643299.html
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渡ろうとした川に

１つがいのおしどりが

泳いでいるのを

見つけました。

おしどりを殺すのは

よくないと考えながらも

空腹に耐えかねて

２羽に向け矢を放つと

その夜，尊允は

とても悲しい

夢を見ました

美しい女の人が

部屋にやってきて

枕元で泣き始めた

のです…

それはそれはつらい泣き声で

尊允も聞いているだけで

胸がかきむしられる思いが

するほどでした。

尊允は仕留めた鳥を

持ち帰り，料理して

食べました。

矢は雄鳥を貫き，

逃れた雌鳥は

マコモの陰に

姿を消しました。
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女はこう訴えました。

「ああ，なぜあの人を

殺したのですか？

私たちが，一体あなたに

どんなひどい事をしたと

いうのですか？！」

「赤沼で私たちは，とても

幸せに暮らしていたのに，

なのにあなたは

あの人を殺した…！

それがどんなにむごい事か

わかっておいでですか？！」

日暮るれば さそひしものを
赤沼の真菰かくれは
ひとり寝そ憂き

「夕暮れ時，いつも

あの方を誘って一緒に

帰ったのに，今は

赤沼のマコモの陰で

独り寝なんて…

このつらさ，

みじめさは…」
「あなたは，私まで

殺しました！

私はあの人なしで

生き長らえることは

できません 」。

「あなたは，自分の

された事がどういう事か

おわかりにならないのです」

「そうです，

１つもわかって

おられないの

です！」
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「しかし，明日，

赤沼に来れば

きっと，必ず

おわかりに

なるでしょう」

こういうと，

泣きながら女は

消えていきました。

朝，目を覚ました

とき，この夢は

尊允の脳裏に

鮮やかに

残っていました。

「赤沼に来れば

きっとわかる」

この言葉が耳の奥に

響いていた尊允は

すぐ，そこに行こう

と心に決めた

のでした。

赤沼まで来た尊允は

雌のおしどりが

ただ独り泳いでいる

のを見つけました。

尊允が気付くと，同時に

雌鳥は，逃げるどころか

まっすぐ男めがけて

泳いできます。

尋常ではない

じっと据わった

目つきで尊允を

－見つめたまま －そして，次の瞬間
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突然，雌鳥はおのれの

くちばしで自らの腹を

かき裂き，猟師の目の前

で息絶えたのでした…

その後，尊允は

もとどりを切り，

僧になったそうです。

以上，小泉八雲－

『怪談』より

『おしどり』でした。

って言っても，

オシドリって

毎年ペアの相手を

替えるんだよね。

でもつがいが仲良く

いっしょにいる姿は

かわいくて心を動か

されますね。

もっと怖い動物の話は

なかったんですか？

化け猫とか大蛇とか

八雲作品で怖いのは

人の霊の話ばかりね。

有名な『むじな』は
のっぺらぼうの話だし

ここは この後雌も「

おいしくいただき

ました ってオチだろ」

普通に考えて…

＜＜ブログに戻る（解説あり）

http://ddaisuke.seesaa.net/article/52643299.html


